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大
正
期
・
雑
誌
『
国
語
教
育
』
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意
義
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す
る
一
考
察

二
三

一
．
は
じ
め
に

　

近
代
日
本
に
お
い
て
、「
国
語
」
の
形
成
は
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
っ

た
。
標
準
語
の
制
定
、
漢
字
整
理
、
仮
名
遣
い
の
統
一
、
方
言
矯
正
と
い
っ

た
国
語
問
題
に
対
し
て
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
発
足
の
国
語
調
査
委

員
会
か
ら
国
を
挙
げ
て
こ
の
問
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
当

然
、
国
語
教
育
に
も
無
関
係
な
話
で
は
な
い
。「
国
語
」、
特
に
標
準
語
・
言

文
一
致
体
は
明
治
時
代
に
概
ね
形
成
さ
れ
、
大
正
時
代
に
至
っ
て
普
及
さ

せ
る
段
階
に
入
っ
て
い
た（
注
一
）。
こ
の
動
き
と
ほ
ぼ
動
き
を
同
じ
く
し
て
、

一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
に
「
国
語
科
」
が
成
立
し
、
大
正
時
代
に
入
っ

て
か
ら
は
活
発
な
研
究
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
国
語
施
策
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
「
国
語
」
が
強
く
反
映
さ
れ
る

の
が
国
語
教
育
の
現
場
で
あ
っ
た
た
め
、
国
語
教
育
は
い
わ
ば
「
国
語
」
の

普
及
の
場
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
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「
国
語
」
の
形
成
・
普
及
を
考
え
る
上
で
は
、
国
語
教
育
が
そ
こ
で
果
た

し
た
役
割
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
の
考
察
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
要
素
で
あ
る
。
と
と
も
に
、
国
語
教
育
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
国
語
教
育
史
研
究
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
べ
き
内
容
だ
と
考
え
る
。
社
会
で
「
国
語
」
が
形
成
さ
れ
る
と
と

も
に
、
国
語
教
育
に
お
け
る
「
国
語
」
も
同
時
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
は
ず

だ
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
は
、
国
語
施
策
と
の
関
係
を
踏
ま
え
て
国
語

教
育
を
眺
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
国
語
教
育
と
国
語
施
策
の
両

方
に
深
く
関
わ
っ
た
人
物
と
し
て
保
科
孝
一
（
一
八
七
二
～
一
九
五
五
）
が

挙
げ
ら
れ
る
。
保
科
は
文
部
省
の
嘱
託
と
し
て
国
語
施
策
に
長
き
に
わ
た
っ

て
関
与
し
て
お
り
、
自
ら
が
主
幹
の
雑
誌
『
国
語
教
育
』
に
お
い
て
国
語
教

育
の
改
善
お
よ
び
国
語
問
題
の
解
決
を
主
張
し
つ
づ
け
た
。

　

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
一
月
に
、
育
英
書
院
か
ら
創
刊
さ
れ
た
『
国
語



二
四

教
育
』
は
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
三
月
ま
で
に
全
二
六
巻
、
増
刊
も

含
め
全
三
〇
五
号
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
発
刊
の
目
的
は
、

第
一
巻
第
一
号
（
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
・
以
下
、
雑
誌
の
巻
号
は
、「
一

-

一
」の
よ
う
に
記
す
。）の「
発
刊
の
辞
」に
お
い
て
保
科
が
述
べ
て
い
る「
一

意
専
心
国
語
教
育
お
よ
び
教
授
の
改
善
に
努
力
し
、
な
ほ
国
語
問
題
の
解
決

に
微
力
を
貢
献
せ
ん
こ
と
」（
二
頁
）
と
い
う
言
葉
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。

　

木
戸
（
一
九
八
五
）
で
は
、「
わ
が
国
の
教
育
雑
誌
は
初
め
教
育
評
論
誌
、

教
育
研
究
誌
な
ど
の
性
格
で
出
発
し
た
。
も
ち
ろ
ん
内
容
と
し
て
は
教
科
目

の
研
究
や
指
導
法
も
含
ん
で
は
い
た
が
、
こ
の
面
が
独
立
し
て
教
科
別
の
雑

誌
と
な
っ
た
の
は
か
な
り
後
の
こ
と
に
な
」
り
、『
国
語
教
育
』
が
「
こ
の

方
面
の
最
初
の
教
科
別
雑
誌
と
し
て
登
場
し
た
。」（
二
二
頁
）
と
の
時
代
背

景
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
榑
松
他
（
一
九
九
二
）
は
、「
主
要
教
科
、
国
語
が
、
こ
の
期
に

発
刊
し
て
い
る
の
は
注
目
に
値
」
す
る
と
し
、『
国
語
教
育
』
が
発
刊
さ
れ

た
背
景
を
、「
同
誌
の
刊
行
は
国
定
教
科
書
改
訂
と
い
う
当
時
の
背
景
も
勿

論
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、第
一
次
世
界
大
戦
と
各
国
の
教
育
へ
の
と
り
く
み
、

と
り
わ
け
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
教
育
の
問
題
、
国
民
道
徳
再
編
成
の
背
景
に

促
さ
れ
て
の
発
刊
で
あ
っ
た
」（
八
四
頁
）
と
分
析
し
て
い
る
。

　

教
育
史
に
お
い
て
は
、
教
科
教
育
雑
誌
と
し
て
、『
国
語
教
育
』
が
先
駆

的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
加
え
て
、
本
誌
が
「
国
語

科
」
の
教
科
教
育
雑
誌
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

続
い
て
教
科
教
育
史
に
目
を
向
け
る
と
、
石
井
（
一
九
八
三
）
は
雑
誌

『
国
語
教
育
』
の
発
刊
お
よ
び
継
続
が
、「
ま
さ
に
一
つ
の
時
運
と
も
い
う
べ

き
も
の
で
あ
っ
て
、
学
術
の
進
歩
に
と
も
な
っ
て
、
国
語
教
育
研
究
に
つ
い

て
の
強
い
要
請
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」

（
一
六
八
頁
）
と
分
析
し
て
い
る（
注
二
）。

　

ま
た
、浮
田
（
二
〇
一
五
）
で
は
、『
国
語
教
育
』
の
性
格
に
つ
い
て
、「
雑

誌
『
国
語
教
育
』
誌
上
で
は
、
真
っ
向
か
ら
保
科
孝
一
に
反
対
す
る
意
見
を

述
べ
る
論
文
を
掲
載
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
雑
誌
が
国
語
教
育
に

関
す
る
議
論
の
自
由
な
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
」

（
六
九
頁
）
と
あ
る
。
国
語
教
育
史
に
お
い
て
も
、
や
は
り
国
語
教
育
研
究
、

あ
る
い
は
そ
の
議
論
が
可
能
な
場
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
国
語
教
育
』
が
、
現
在
に
お
い
て
「
国
語
科
」
の
教

科
教
育
雑
誌
・
国
語
教
育
研
究
雑
誌
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、

そ
の
誌
名
や
教
材
研
究
・
教
授
の
実
際
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
記
事
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
鑑
み
て
も
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
実
際
に
、

前
述
の
「
発
刊
の
辞
」
に
お
い
て
保
科
が
述
べ
て
い
る
発
刊
の
目
的
も
教
材

研
究
の
紹
介
や
教
授
の
実
際
を
掲
載
し
て
「
国
語
教
育
の
改
善
」
を
図
る
こ

と
に
あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
れ
に
加
え
て
「
あ
ま
ね
く
朝
野
知
名
の
学
者
・
識
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者
お
よ
び
教
育
家
の
意
見
を
紹
介
し
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
欧
米
諸
国
の
状

勢
を
迅
速
に
報
導
す
る
こ
と
を
つ
と
め
」、「
国
語
問
題
の
解
決
に
微
力
を
貢

献
す
る
」
こ
と
も
そ
の
主
要
な
目
的
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
こ
と
は
、『
国
語
教
育
』
に
国
語
教
育
に
関
す
る
論
文
・
報
告
だ
け

で
な
く
、
国
語
問
題
・
国
語
施
策
に
関
す
る
論
文
・
主
張
が
毎
号
の
よ
う
に

掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
保
科
自
身
が
巻
頭
で
執
筆
し
て
い
た
「
主

張
」
に
お
い
て
、
国
語
施
策
・
国
語
問
題
を
話
題
と
し
て
何
度
も
取
り
上
げ

て
い
た
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
事
実
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
雑
誌
『
国
語
教
育
』
が
「
国
語
」

の
形
成
・
普
及
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
。
加
え
て
、『
国

語
教
育
』
が
持
つ
「
国
語
科
」
専
門
雑
誌
に
留
ま
ら
な
い
機
能
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
意
義
や
性
質
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

二
．
雑
誌
『
国
語
教
育
』
の
内
容
構
成

　

鈴
木
（
一
九
八
五
）
で
は
、『
国
語
教
育
』
が
創
刊
さ
れ
る
経
緯
が
説
明

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、育
英
書
院
の
創
立
者
で
あ
る
桝
元
太
郎
は
、

「
当
時
の
新
進
気
鋭
の
国
語
学
者
で
あ
り
、
国
語
教
育
に
造
詣
の
あ
る
鬼
才

で
人
気
絶
頂
」
だ
っ
た
保
科
と
の
間
に
親
交
が
あ
っ
た
。
そ
の
繋
が
り
で
、

保
科
編
『
大
正
国
語
読
本
・
中
学
校
用
』
を
刊
行
し
、
そ
れ
が
全
国
で
「
圧

倒
的
に
採
用
さ
れ
た
」
こ
と
に
続
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
更
に
、
創

刊
さ
れ
た
の
ち
の
こ
と
も
以
下
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
保
科
孝
一
を
編
集
主
幹
に
迎
え
て
『
月
刊
国
語
教
育
』
を

大
正
五
年
四マ

マ

月
に
創
刊
し
、
有
力
な
教
育
雑
誌
、
全
国
小
・
中
学
校
へ

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
に
よ
る
大
宣
伝
を
展
開
し
た
。
こ
れ
も
ま
た
予
想

外
に
ヒ
ッ
ト
し
て
読
者
を
大
幅
に
獲
得
し
た
。
さ
ら
に
読
者
は
毎
月
の

よ
う
に
増
大
し
て
、
満
一
年
の
短
い
歳
月
に
六
〇
〇
〇
部
を
発
行
す
る

雑
誌
に
成
長
し
た
。
か
く
て
国
語
教
育
界
に
不
動
の
基
盤
を
築
く
に

至
っ
た
。（
一
一
六
頁
）

　

こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、『
国
語
教
育
』
は
全
国
的
に
読
者
を
獲
得
し
、

「
三
号
雑
誌
の
運
命
に
陥
る
だ
ろ
う
」（
保
科
（
一
九
四
九
）、
一
四
三
頁
）

と
い
う
予
想
に
反
し
て
、
二
六
年
に
も
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
続
け
た
。

　

続
い
て
、
雑
誌
の
内
容
構
成
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

　

『
国
語
教
育
』
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
号
に
お
い
て
、「
主
張
」・「
論
説
」・

「
教
材
の
研
究
」・「
教
授
の
実
際
」・「
国
語
問
題
」・「
雑
録
」・「
文
苑
（
文

芸
）」
の
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。「
主
張
」
は
、
保
科
が
毎
号
書
い
て

お
り
、
内
容
は
主
と
し
て
国
語
教
育
・
国
語
施
策
に
関
す
る
も
の
ば
か
り

で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
改
善
や
解
決
に
向
け
て
の
主
張
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。「
論
説
」
は
保
科
以
外
の
論
者
が
論
文
を
掲
載
す
る
場
で
あ
り
、
内
容

は
国
語
学
・
国
語
教
育
・
国
語
施
策
・
国
文
学
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。



二
六

「
教
材
の
研
究
」・「
教
授
の
実
際
」
は
そ
の
名
の
通
り
、
読
本
の
教
材
研
究

と
教
授
案
と
が
掲
載
さ
れ
る
場
で
、「
国
語
問
題
」
で
は
国
語
問
題
・
国
語

施
策
に
関
し
て
の
主
張
や
調
査
、
あ
る
い
は
海
外
の
国
語
施
策
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。「
雑
録
」
は
授
業
参
観
記
録
・
取
材
記
事
・
座
談
会
な
ど
、「
文
苑

（
文
芸
）」
で
は
文
学
作
品
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
ア
ン
デ
ル
セ
ン

の
「
雪
の
女
王
」
を
玉
井
が
訳
す
な
ど
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
文
苑
（
文 

芸
）」
は
一
六
︱
二
（
一
九
三
一（
昭
和
六
）年
）
以
降
に
な
く
な
り
、
そ
の

後
一
六
︱
一
〇
か
ら
は
「
方
言
研
究
」
が
追
加
さ
れ
、
こ
れ
も
ま
た
そ
の
名

の
通
り
、
方
言
の
研
究
論
文
や
調
査
結
果
な
ど
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

ま
た
、懸
賞
論
文
と
し
実
践
例
を
募
集
し
た
り
、巻
末
に
付
録
の
形
で
様
々

な
論
文
や
資
料
を
掲
載
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
巻
末
の
付
録
に
は
『
国
語

教
育
』
の
特
徴
の
一
つ
が
表
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
表
に
ま
と
め
る
と 

【
表
一
】
の
よ
う
に
な
る
。

【
表
一
】

　

こ
の
表
を
見
る
と
、
付
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
国
語
学
・
国
語
学

史
の
知
識
を
授
け
る
も
の
、
国
語
施
策
の
動
向
を
伝
え
る
も
の
ば
か
り
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
巻
末
の
付
録
は
、
国
語
教
育
に
必
要
な
、
国
語

学
と
国
語
施
策
の
知
識
を
読
者
に
指
南
す
る
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
特
に
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
が
多
い
こ
と
は
注
目

さ
れ
、
本
誌
が
国
語
教
育
に
と
っ
て
ア
ク
セ
ン
ト
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

国
体
観
念
に
関
す
る
国
語
教
材
の
研
究
吟
味

明
治
大
正
の
国
語
学

国
語
学
史
外
篇

昭
和
五
年
国
語
国
文
学
研
究
物
索
引

昭
和
四
年
国
文
学
研
究
雑
誌
索
引

郷
土
的
補
充
教
材

国
語
学
史

仮
名
遣
改
定
案

常
用
漢
字
表
並
に
採
用
略
字
表

国
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
理
論
と
実
際

ア
ク
セ
ン
ト
講
話

ア
ク
セ
ン
ト
と
は
何
か

国
語
学
講
話

声
音
学
講
話

鈴
木
暢
幸

東
條
操

保
科
孝
一

桑
原
銀
二

桑
原
銀
二

国
語
研
究
会
選

保
科
孝
一

　
国
語
調
査
会

神
保
格

佐
久
間
鼎

文
部
省

上
田
万
年

岡
倉
由
三
郎

一
九
―
二
〜
一
九
―
七

一
八
―
一
〜
一
八
―
一
二

一
六
―
四
〜
一
七
―
一
二

一
六
―
二

一
五
―
三

一
五
―
一

一
三
―
四
〜
一
四
―
一
二

一
〇
―
二

八
―
六

五
―
一
〜
六
―
七

四
―
一
〇
〜
五
―
九

四
―
九

三
―
一
〜
三
―
一
二

二
―
一
〜
二
―
八

国
体
観
念
に
関
す
る
国
語
教
材
の
研
究
吟
味

明
治
大
正
の
国
語
学

国
語
学
史
外
篇

昭
和
五
年
国
語
国
文
学
研
究
物
索
引

昭
和
四
年
国
文
学
研
究
雑
誌
索
引

郷
土
的
補
充
教
材

国
語
学
史

仮
名
遣
改
定
案

常
用
漢
字
表
並
に
採
用
略
字
表

国
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
理
論
と
実
際

ア
ク
セ
ン
ト
講
話

ア
ク
セ
ン
ト
と
は
何
か

国
語
学
講
話

声
音
学
講
話

鈴
木
暢
幸

東
條
操

保
科
孝
一

桑
原
銀
二

桑
原
銀
二

国
語
研
究
会
選

保
科
孝
一

　
国
語
調
査
会

神
保
格

佐
久
間
鼎

文
部
省

上
田
万
年

岡
倉
由
三
郎

一
九
―
二
〜
一
九
―
七

一
八
―
一
〜
一
八
―
一
二

一
六
―
四
〜
一
七
―
一
二

一
六
―
二

一
五
―
三

一
五
―
一

一
三
―
四
〜
一
四
―
一
二

一
〇
―
二

八
―
六

五
―
一
〜
六
―
七

四
―
一
〇
〜
五
―
九

四
―
九

三
―
一
〜
三
―
一
二

二
―
一
〜
二
―
八
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お
り
、
そ
の
知
識
を
広
く
啓
蒙
す
る
こ
と
で
、
標
準
ア
ク
セ
ン
ト
を
普
及
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

号
に
よ
っ
て
は
「
論
説
」
だ
け
の
も
の
が
あ
っ
た
り
、
い
ず
れ
か
の
項
目

が
な
か
っ
た
り
と
、
多
少
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
毎
号
、
以
上
の
よ

う
な
項
目
別
に
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
構
成
に
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
第
二
三

巻
以
降
は
、「
○
月
の
教
壇
」
と
い
っ
た
項
目
で
実
践
例
な
ど
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
以
外
に
は
項
目
立
て
が
な
く
な
り
、
そ
の
形
の
ま
ま
終
刊
号
の
二
六

︱
三
（
一
九
四
一（
昭
和
一
六
）年
）
ま
で
続
い
た
。

　

論
文
や
実
践
例
、
教
材
研
究
の
主
な
執
筆
者
は
、
保
科
を
含
む
国
語
研
究

会
の
メ
ン
バ
ー
、
玉
井
幸
助
、
五
味
義
武
、
原
田
直
茂
、
橋
本
留
喜
な
ど
が

中
心
で
、
上
田
万
年
、
芳
賀
矢
一
と
い
っ
た
人
物
も
寄
稿
し
て
い
る
。
ま
た
、

全
国
の
尋
常
小
学
校
・
高
等
小
学
校
・
師
範
学
校
の
関
係
者
も
投
稿
す
る
な

ど
執
筆
者
は
多
様
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
第
二
二
巻
ま
で
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
記
事
数
を
表
に
ま
と

め
る
と
【
表
二
】
の
よ
う
に
な
る
。

【
表
二
】

　

「
教
材
の
研
究
」・「
教
授
の
実
際
」
が
多
い
の
は
、
教
科
教
育
雑
誌
と

し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
に
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
た

だ
、
た
と
え
ば
七
︱
九
（
一
九
二
二（
大
正
一
一
）年
）
は
「
国
語
問
題
号
」、

一
六
︱
九
は
「
方
言
研
究
号
」、
一
七
︱
四
（
一
九
三
二（
昭
和
七
）年
）
は 

「
仮
名
遣
改
定
促
進
号
」
と
い
っ
た
特
集
号
が
組
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

号
で
は
「
論
説
」
や
「
雑
録
」
の
内
容
が
す
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
集
の

内
容
に
関
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
論
説
」
や
「
雑
録
」

を
内
容
別
に
分
類
す
る
と
、
国
語
施
策
・
国
語
問
題
に
関
す
る
記
事
・
論

文
は
更
に
増
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
二
︱
四
（
一
九
一
七（
大
正
六
）年
）
で

「
話
方
号
」、
五
︱
九
（
一
九
二
〇（
大
正
九
）年
）
で
「
読
方
号
」、
六
︱
四 

（
一
九
二
一（
大
正
一
〇
）年
）
で
「
課
外
読
物
号
」
な
ど
の
特
集
が
組
ま
れ

て
い
る
た
め
、国
語
教
育
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
が
、

合
計

方
言
研
究

文
苑

雑
録

国
語
問
題

教
授
の
実
際

教
材
の
研
究

論
説

五
〇
九
六

一
一
三

三
三
三

七
七
二

四
七
八

一
三
八
四

九
九
八

一
〇
一
八

一
〇
〇
％

二
％

七
％

一
五
％

九
％

二
七
％

二
〇
％

二
〇
％

合
計

方
言
研
究

文
苑

雑
録

国
語
問
題

教
授
の
実
際

教
材
の
研
究

論
説

五
〇
九
六

一
一
三

三
三
三

七
七
二

四
七
八

一
三
八
四

九
九
八

一
〇
一
八

一
〇
〇
％

二
％

七
％

一
五
％

九
％

二
七
％

二
〇
％

二
〇
％



二
八

こ
こ
で
は
、「
国
語
問
題
号
」
や
「
仮
名
遣
改
定
促
進
号
」
が
刊
行
さ
れ
た

と
い
う
事
実
に
注
目
し
た
い
。

　

保
科
が
「
発
刊
の
辞
」
に
お
い
て
国
語
問
題
の
解
決
に
微
力
な
が
ら
貢
献

し
た
い
と
述
べ
て
い
る
通
り
、「
教
材
の
研
究
」
と
「
教
授
の
実
際
」
と
に

並
び
、「
国
語
問
題
」
と
い
う
項
目
を
毎
号
立
て
て
お
り
、
保
科
自
身
の
「
主

張
」
欄
で
も
、
国
語
教
育
だ
け
で
な
く
国
語
施
策
・
国
語
問
題
へ
の
主
張
を

何
度
も
掲
載
し
て
い
る
。
更
に
は
、「
国
語
問
題
号
」「
仮
名
遣
改
定
促
進
号
」

と
い
っ
た
特
集
が
組
ま
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
か
ら
考
え
る
に
、
や
は
り
雑

誌
『
国
語
教
育
』
は
、
単
純
に
「
国
語
科
」
の
教
科
教
育
雑
誌
と
位
置
づ
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
。『
国
語
教
育
』
の
内
容
と
構
成
を
見
て
み
る
と
、
本

誌
が
国
語
問
題
・
国
語
施
策
を
強
く
意
識
し
、「
国
語
」
の
普
及
に
努
め
て

い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
雑
誌
を
刊
行
す
る
側
の
視
点
か
ら
見
て
き
た
が
、

雑
誌
を
受
容
す
る
側
は
『
国
語
教
育
』
を
い
か
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
。

　

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
版
の
『
雑
誌
年
鑑
』
で
は
、『
国
語
教
育
』

の
内
容
が
「
国
語
問
題
の
解
決
、
日
本
語
の
海
外
進
出
、
国
語
教
育
の
研
究

と
改
善
」（
二
五
〇
頁
）
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
同
時
期
に

刊
行
さ
れ
て
い
た
他
の
雑
誌
、
た
と
え
ば
『
国
語
教
室
』
は
「
国
語
教
育
国

文
学
特
に
中
等
学
校
教
授
に
お
け
る
理
論
と
実
践
を
主
眼
と
す
」、『
実
践
国

語
教
育
』
は
「
小
学
校
先
生
愛
読
内
容
に
し
て
研
究
発
表
及
び
小
学
校
国
語

整
備
」
な
ど
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
比
べ
る
と
「
国
語
問
題
の
解

決
」
が
初
め
に
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
『
国
語
教
育
』
の
特
徴
が
表
れ
て

い
る
と
い
え
、
ま
た
、
当
時
『
国
語
教
育
』
が
こ
の
よ
う
な
内
容
の
雑
誌
と

し
て
一
般
に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　

続
い
て
、『
国
語
教
育
』
の
実
際
の
読
者
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
読

者
が
本
誌
に
何
を
期
待
し
、
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

『
国
語
教
育
』
で
は
こ
れ
ま
で
挙
げ
た
主
要
な
項
目
以
外
に
も
、「
質
疑

応
答
」・「
紹
介
」・「
彙
報
」
な
ど
が
あ
り
、「
紹
介
」
に
は
教
育
関
係
の
新

著
や
他
の
雑
誌
に
載
せ
ら
れ
た
論
文
な
ど
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
彙

報
」
は
教
育
・
国
語
教
育
界
の
動
向
や
、
そ
れ
ら
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な

社
会
の
動
き
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、「
質
疑
応
答
」
は
読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
質
問
に
、
保
科
や
玉
井
幸
助
、
蘆
田
恵
之
助
が
答
え
る
場
で
あ
っ
た
。

　

「
質
疑
応
答
」
に
投
書
を
送
る
と
い
う
こ
と
は
、『
国
語
教
育
』
か
ら
知

識
や
情
報
を
積
極
的
に
受
容
す
る
立
場
に
立
つ
こ
と
に
な
り
、「
論
説
」
や

懸
賞
論
文
に
投
稿
し
て
、
自
ら
の
主
張
や
考
え
を
発
信
す
る
側
に
立
つ
こ
と

と
は
異
な
る
。
そ
し
て
、
質
問
者
は
『
国
語
教
育
』
な
ら
答
え
て
く
れ
る
と

期
待
し
て
投
稿
し
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、「
質
疑
応
答
」
を
見
る
こ
と
は
、

読
者
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
す
る
に
は
有
効
な
手
段
だ
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、

も
う
少
し
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。
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「
質
疑
応
答
」
に
は
、
読
本
の
漢
字
の
読
み
方
や
、
語
句
の
意
味
を
問
う

も
の
や
教
授
法
に
関
す
る
質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
一
︱

一
〇
第
一
問
で
は
、「
行
く
」
や
「
朝
飯
」、「
一
時
」、「
面
目
」
な
ど
の
二

通
り
の
読
み
方
が
あ
る
も
の
を
ど
う
読
み
、
ど
の
読
み
方
を
児
童
に
教
え
る

べ
き
か
と
い
っ
た
質
問
、「
最
も
適
切
な
る
綴
方
教
授
細
目
の
様
式
如
何
」 

（
一
︱
六
第
六
問
）、「
韻
文
は
形
式
よ
り
入
る
の
と
内
容
よ
り
入
る
の
と
目

的
を
達
す
る
上
に
、
何
れ
が
捷
径
で
せ
う
か
」（
二
︱
三
第
三
問
）
と
い
っ

た
質
問
が
あ
り
、
国
語
教
育
に
関
連
す
る
問
答
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
。

　

『
国
語
教
育
』
の
名
を
冠
す
る
雑
誌
に
以
上
の
よ
う
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ

る
こ
と
は
何
ら
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
漢
字
整
理

の
論
理
的
意
義
に
就
き
て
承
り
た
し
。」（
五
︱
一
一
第
六
問
）、「
本
誌
上
に

於
て
安
藤
氏
の
御
説
明
に
な
り
し
以
外
の
カ
ナ
主
義
国
字
改
善
運
動
の
主
な

る
人
々
の
名
前
及
び
そ
の
主
義
を
窺
知
す
る
に
足
る
雑
誌
又
は
著
述
名
。」

（
七
︱
四
第
一
問
）、「
今
度
ノ
国
語
仮
名
遣
改
定
案
中
第
六
（
舞
ふ
）
ヲ
（
ま

う
）
ト
セ
ラ
レ
、
第
十
七
（
申
ス
）
をマ

マ

（
も
う
す
）
ト
セ
ラ
レ
タ
リ
。
一
方

はマ
マ

ま
う
一
方
ハ
も
う
ト
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
如
何
ナ
ル
訳
ニ
候
ヤ
。
何
レ
モ
発
音

通
にマ

マ

も
う
ト
セ
ラ
レ
テ
ハ
如
何
ニ
候
ヤ
」（
一
〇
︱
四
第
一
問
・
一
九
二
五 

（
大
正
一
四
）
年
）
と
い
っ
た
、
国
語
教
育
と
い
う
よ
り
は
、
国
語
問
題
・

国
語
施
策
に
関
す
る
内
容
の
質
問
も
見
ら
れ
る
。こ
の
事
実
は
、『
国
語
教
育
』

の
読
者
が
本
誌
に
対
し
て
、
国
語
問
題
・
国
語
施
策
の
質
問
に
も
答
え
て
く

れ
る
雑
誌
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
以
下
、『
国
語
教
育
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
質
疑
応
答
」
に

つ
い
て
、
更
に
詳
細
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
そ
の
こ
と
が
先
ほ
ど
も
述

べ
た
よ
う
に
、読
者
が
『
国
語
教
育
』
と
い
う
雑
誌
を
い
か
よ
う
に
認
識
し
、

何
を
期
待
し
て
い
た
の
か
、
保
科
の
意
図
が
読
者
側
の
ニ
ー
ズ
と
一
致
し
て

い
た
の
か
ど
う
か
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

三
．「
質
疑
応
答
」
に
お
け
る
問
答

　

雑
誌
『
国
語
教
育
』
の
「
質
疑
応
答
」
を
具
体
的
に
見
る
前
に
、
そ
も
そ

も
教
育
雑
誌
に
寄
せ
ら
れ
る
質
問
と
は
い
か
な
る
も
の
が
あ
っ
た
の
か
、
初

等
教
育
研
究
会
編
の
『
教
育
研
究
』
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
雑
誌
に
も
「
質

疑
応
答
」
が
あ
る
が
、
初
め
の
但
し
書
き
に
、「
初
等
教
育
に
関
係
深
き
質
問

に
限
る
」
と
あ
る
。
実
際
、
こ
こ
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
質
問
は
、
主
と
し
て

教
授
法
や
成
績
の
付
け
方
、
行
事
の
運
営
方
法
な
ど
、
学
校
や
授
業
の
運
営

に
関
係
す
る
こ
と
で
あ
り
、
小
学
校
令
施
行
規
則
な
ど
の
文
言
の
意
味
を
問

う
も
の
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
る
が
、
教
育
施
策
に
関
し
て
問
う
も

の
は
見
ら
れ
な
い
。
教
育
の
名
を
冠
す
る
以
上
、
読
者
が
雑
誌
に
望
む
の
は
、

や
は
り
教
育
実
践
や
教
育
理
論
を
教
え
て
く
れ
る
場
で
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。
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こ
れ
に
対
し
て
『
国
語
教
育
』
の
「
質
疑
応
答
」
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
見

て
い
こ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
以
降
、
本
稿
で
取
り
扱
う
の
は
主
と
し
て
、
国

語
施
策
が
活
発
に
動
い
て
い
た
大
正
時
代
の
『
国
語
教
育
』
を
対
象
と
す
る
。

　

第
一
巻
か
ら
第
一
一
巻
ま
で
の
間
に
「
質
疑
応
答
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
た

の
は
、
全
九
八
号
で
、
質
問
の
総
数
は
五
一
九
問
に
及
ぶ
。
た
だ
し
こ
の
数

は
、「
第
一
問
」
の
よ
う
に
項
が
立
て
ら
れ
た
も
の
の
総
数
で
あ
り
、
同
一

の
質
問
者
が
そ
の
中
で
複
数
の
質
問
を
し
て
い
る
も
の
は
カ
ウ
ン
ト
し
て
い

な
い
。
そ
の
た
め
、
実
際
の
質
問
数
は
こ
れ
よ
り
も
更
に
多
い
。

　

質
問
者
は
、
尋
常
小
学
校
や
高
等
小
学
校
の
教
員
が
多
く
、
そ
の
他
は 

「
○
○
生
」
や
「
愛
読
者
」
と
い
っ
た
も
の
や
無
記
名
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
っ
た
。

　

回
答
者
は
、
初
め
の
う
ち
は
名
前
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た

が
、
第
三
巻
以
降
徐
々
に
無
記
名
の
も
の
が
増
え
、
第
六
巻
に
な
る
と
全
て

無
記
名
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
記
名
さ
れ
て
い
る
も
の
の
回
答
数
は
以

下
の
通
り
に
な
る
。

【
表
三
】

　

問
答
の
具
体
的
な
内
容
に
入
る
前
に
、
保
科
孝
一
・
玉
井
幸
助
・
蘆
田
恵

之
助
と
名
前
を
連
ね
る
、
倉
田
精
と
は
何
者
か
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
こ

う
。

　

倉
田
は
、『
国
語
教
育
』
の
二
〇
︱
四
の
「
二
十
年
間
の
回
顧
」
で
、「
本

誌
創
刊
の
当
初
か
ら
今
日
ま
で
、
保
科
主
幹
と
玉
井
先
生
と
私
と
は
、
ず
つ

と
引
続
い
て
直
接
関
係
し
て
居
り
ま
す
。（
中
略
）
編
集
と
し
て
の
私
が
中

途
か
ら
主
と
し
て
経
営
の
任
に
当
つ
て
」
い
る
と
記
し
て
い
る
通
り
、
長
く

『
国
語
教
育
』
の
編
集
者
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た
人
物
で
あ
る
。（
注
三
）

　

彼
ら
の
よ
う
な
人
た
ち
が
読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
対
し
て
回
答
し

て
い
た
の
が
、『
国
語
教
育
』
の
「
質
疑
応
答
」
で
あ
っ
た
。

　

主
な
質
問
と
し
て
は
、
読
本
に
出
て
く
る
漢
字
の
読
み
方
や
、
語
句
の
意

味
、
文
法
的
解
釈
を
聞
く
も
の
が
多
い
。
あ
る
い
は
、
口
語
文
法
や
国
文
学

な
ど
の
参
考
書
は
何
が
良
い
か
と
い
っ
た
も
の
が
多
く
、
授
業
の
た
め
に
必

要
な
知
識
を
得
る
た
め
に
「
質
疑
応
答
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
お
い
て
は
、
全
教
科
を
網
羅
し
て
い
る
『
教
育
研
究
』
と
比
べ
て

倉
田
精

蘆
田
恵
之
助

玉
井
幸
助

保
科
孝
一

回
答
者

七 五 五
一

六
二

回
答
数

倉
田
精

蘆
田
恵
之
助

玉
井
幸
助

保
科
孝
一

回
答
者

七 五 五
一

六
二

回
答
数
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も
、「
国
語
科
」
に
関
係
す
る
こ
と
に
限
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
程

度
の
差
し
か
見
ら
れ
な
い
。

　

続
い
て
、
回
答
者
の
記
名
が
あ
る
も
の
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を

見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

最
も
数
の
少
な
い
蘆
田
恵
之
助
は
、
主
に
綴
方
と
自
著
の
内
容
に
対
す
る

質
問
に
答
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
二
︱
七
第
二
問
で
、『
綴
方
教
授
』
に

出
て
く
る
「
教
授
は
よ
ろ
し
く
輪
切
体
な
る
べ
し
」
の
意
味
を
問
う
も
の
が

あ
り
、
蘆
田
が
、
比
喩
と
し
て
使
っ
た
と
い
う
意
図
と
、
そ
の
意
義
に
つ
い

て
解
説
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
科
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
、
二
︱

一
二
第
五
問
で
『
実
用
口
語
法
』
の
内
容
に
対
す
る
質
問
に
、
保
科
自
身
が

回
答
し
て
い
る
。「
質
疑
応
答
」
が
、
著
書
の
内
容
を
、
そ
の
著
者
か
ら
直

接
聞
く
こ
と
の
で
き
る
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
窺
い
知

れ
る
。

　

倉
田
は
、
和
歌
の
解
釈
を
し
て
い
た
り
、
教
授
法
や
綴
方
の
質
問
に
い
く

つ
か
答
え
た
り
し
て
は
い
る
が
、
何
か
特
定
の
分
野
へ
の
質
問
に
回
答
し
て

い
る
と
い
っ
た
様
子
は
な
い
。

　

玉
井
は
、
先
ほ
ど
挙
げ
た
、
主
な
質
問
で
あ
る
漢
字
の
読
み
方
や
語
句
の

意
味
、
読
本
の
本
文
の
解
釈
を
ほ
と
ん
ど
全
て
回
答
し
て
い
る
。
読
本
の
内

容
に
対
す
る
質
問
は
、
玉
井
が
答
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
。

　

そ
し
て
、
回
答
数
が
最
も
多
い
保
科
は
、
主
と
し
て
文
法
事
項
や
、
国
語

史
、
国
語
施
策
、
方
言
の
取
り
扱
い
方
に
つ
い
て
の
質
問
に
回
答
し
て
い
る
。

　

文
法
事
項
の
質
問
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。「
動
詞
・
形
容
詞
の
連

用
形
は
総
て
中
止
法
と
い
ふ
も
の
に
や
。
具
体
的
に
御
説
明
を
乞
ふ
。」（
二

︱
一
第
一
問
）
や
「「
…
が
」「
…
は
」
の
「
が
」
と
「
は
」
に
つ
い
て
厳
正

な
る
用
法
を
教
へ
ら
れ
た
し
。」
と
い
っ
た
質
問
に
答
え
て
い
た
。

　

国
語
史
に
関
し
て
は
、「
文
語
口
語
の
別
は
い
つ
頃
よ
り
始
ま
り
た
る
か
。」

（
一
︱
一
〇
第
五
問
）、「
候
文
を
言
葉
と
し
て
使
用
し
た
り
し
は
何
時
頃
な

る
か
」（
一
︱
一
一
第
八
問
）
と
い
っ
た
も
の
に
保
科
が
答
え
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
質
問
は
、
実
際
の
教
授
に
参
考
に
す
る
た
め
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
加
え
て
、「
質
疑
応
答
」
で
は
文
検
参
考
書
を
訊
ね
る
投
書
も
多

い
た
め
、
文
検
対
策
の
た
め
に
聞
い
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

続
い
て
、
国
語
施
策
に
関
係
す
る
問
答
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

問　

文
部
省
が
歴
史
的
仮
名
遣
を
使
用
せ
し
む
る
は
、
国
語
の
混
乱

を
防
ぐ
為
な
り
と
聞
き
し
が
、
果
し
て
然
る
や
。
又
他
に
理
由
あ
る

に
や
。

答　

文
部
省
が
教
育
上
歴
史
的
仮
名
遣
を
汎
用
す
る
方
針
を
取
つ
て

居
る
の
は
、
社
会
の
慣
用
に
鑑
み
た
結
果
で
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

然
し
現
在
社
会
に
お
け
る
慣
用
は
き
は
め
て
区
々
で
、
歴
史
的
仮
名

遣
を
強
て
用
ゐ
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
却
て
国
語
の
混
乱
を
招
く
恐
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が
ご
ざ
い
ま
せ
う
。
国
語
の
統
一
教
授
の
便
利
と
い
ふ
点
か
ら
見
れ

ば
、
発
音
的
の
仮
名
遣
を
汎
用
す
る
に
若
か
ず
と
存
じ
ま
す
。（
一
︱

八
第
三
問
）

　

ま
た
、
二
︱
五
第
一
問
で
は
、
将
来
の
文
体
が
口
語
の
み
に
な
る
は
ず
な

の
に
、
高
等
小
学
読
本
に
お
い
て
文
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
何
故
か
と

い
う
質
問
に
対
し
て
、「
将
来
の
文
体
が
口
語
に
統
一
せ
ら
れ
る
こ
と
は
申

す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
の
過
渡
時
代
で
は
、
口
語
文
と
普
通
文
を

並
用
す
る
の
が
然
る
べ
き
で
あ
ら
う
と
存
じ
ま
す
。（
後
略
）」
と
回
答
し
て

い
る
。

　

他
に
、「
人
代
名
詞
が
多
過
ぎ
る
か
ら
、
之
を
整
理
し
て
は
如
何
、
又
同

義
語
が
非
常
に
多
い
か
ら
、
こマ

れマ

も
整
理
し
て
は
如
何
」（
五
︱
九
第
八
問
）

と
保
科
に
国
語
施
策
的
な
提
案
を
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
保

科
は
、
西
洋
と
比
較
す
る
と
人
称
代
名
詞
が
多
い
の
は
事
実
で
あ
る
が
社
会

の
制
度
か
ら
考
え
る
と
む
や
み
に
減
ら
す
べ
き
で
は
な
い
、
同
義
語
が
多
い

の
は
文
学
の
上
か
ら
見
る
と
む
し
ろ
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
児
童
に
無
理

に
教
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
漢
字
教
授
の
徹
底
法
と
漢
字
の
将
来
に
つ
い
て
御
意
見
を
伺
ひ

た
い
」（
五
︱
九
第
十
四
問
）
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
漢
字
教
授
は
書
き

取
り
練
習
に
徹
す
る
他
な
く
、
漢
字
の
将
来
は
全
廃
か
節
減
か
は
未
定
で
あ

る
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
は
節
減
し
て
学
習
の
負
担
を
軽
減
す
べ
き
で
あ
る
と

答
え
て
い
る
。

　

漢
字
に
つ
い
て
は
、無
記
名
の
も
の
で
も
同
様
の
質
問
が
い
く
つ
か
あ
る
。

七
︱
三
第
六
問
で
は
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
文
部
省
か
ら
発
行
さ
れ

た
漢
字
整
理
案
が
読
本
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
と
、
そ
こ
で
挙
げ
ら
れ

た
許
容
案
が
中
等
学
校
入
学
試
験
で
も
許
容
さ
れ
る
の
か
と
い
っ
た
質
問
、

七
︱
一
二
第
四
問
に
は
国
語
調
査
会
で
選
定
し
た
常
用
漢
字
に
つ
い
て
知
り

た
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
国
語
施
策
が
国
語
教
育
に
及
ぼ
す

影
響
を
心
配
し
て
の
疑
問
で
あ
り
、
そ
の
不
安
を
『
国
語
教
育
』
が
解
消
し

て
く
れ
る
こ
と
を
、
読
者
が
期
待
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

方
言
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
保
科
が
回
答
し
た
も
の
に
は
、
以
下
の
よ

う
な
質
問
が
あ
っ
た
。「
方
言
矯
正
の
必
要
並
に
範
囲
」（
四
︱
二
第
一
問
・

一
九
一
九（
大
正
八
）年
）
と
い
う
質
問
に
は
、
読
本
に
東
京
語
が
採
用
さ
れ

て
い
る
た
め
に
、
国
語
教
育
の
徹
底
の
た
め
に
方
言
は
矯
正
す
べ
き
で
あ
る

と
、
自
身
の
従
来
の
主
張
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
他
に
は
、
無
記
名
の
も
の

で
は
あ
る
が
、「
綴
方
科
に
於
け
る
方
言
訛
語
の
矯
正
時
代
如
何
。」（
三
︱

一
〇
第
四
問
・
一
九
一
八（
大
正
七
）年
）
と
の
質
問
が
あ
り
、
同
様
に
綴
方

に
お
け
る
方
言
の
取
り
扱
い
を
問
う
内
容
の
も
の
が
四
︱
七
第
三
問
、
六
︱

四
第
三
問
に
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
教
員
た
ち
に
と
っ
て
は
、
方
言
を
ど
こ

ま
で
許
容
し
、
ど
こ
ま
で
標
準
語
を
教
え
込
む
の
か
と
い
う
こ
と
が
悩
み
の

種
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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こ
れ
に
関
連
し
て
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
訊
ね
る
も
の
も
多
か
っ
た
。

ア
ク
セ
ン
ト
の
参
考
書
は
何
か
と
い
っ
た
も
の
か
ら
、「
文
部
省
発
行
の
「
ア

ク
セ
ン
ト
と
は
何
か
」
は
東
京
音
の
み
に
よ
り
、地
方
音
を
折
衷
し
な
い
か
」

（
五
︱
九
第
二
問
）「
話
方
及
び
読
み
方
の
読
み
振
り
等
に
於
け
る
ア
ク
セ
ン

ト
は
如
何
な
る
標
準
に
よ
る
べ
き
か
。」（
一
一
︱
一
二
第
一
問
・
無
記
名
・

一
九
二
六（
昭
和
元
）年
）
な
ど
の
質
問
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
答
か
ら
は
、

当
時
の
教
員
が
方
言
を
ど
の
よ
う
に
扱
い
、
そ
し
て
そ
の
標
準
を
ど
こ
に
置

く
の
か
を
知
り
た
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
付
録
と
同
様
に
、
ア
ク
セ

ン
ト
が
こ
こ
で
も
重
視
さ
れ
、
標
準
ア
ク
セ
ン
ト
の
知
識
を
得
た
い
と
い
う

読
者
の
思
い
の
表
れ
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

以
上
、
保
科
が
回
答
し
た
、
国
語
問
題
・
国
語
施
策
お
よ
び
方
言
に
関
連

し
た
問
答
を
挙
げ
た
。
保
科
は
当
時
、
既
に
文
部
省
と
の
深
い
関
わ
り
の
中

で
、
国
語
施
策
に
関
与
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
立
場
の
保
科
に
、
直
接
国

語
施
策
の
動
向
を
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
場
と
し
て
、『
国
語
教

育
』
が
機
能
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
二
︱
一
二
に
、「
質
疑
中
文

部
当
局
の
説
明
を
望
ま
る
ゝ
事
項
は
、
特
に
そ
の
旨
を
附
記
せ
ら
れ
た
い
。

本
誌
は
よ
ろ
こ
ん
で
仲
介
の
労
を
と
る
べ
く
当
局
も
進
ん
で
諸
君
の
希
望
に

満
足
を
与
へ
ら
る
ゝ
筈
で
あ
る
。」
と
の
注
記
が
あ
り
、
雑
誌
と
し
て
も
、

積
極
的
に
そ
の
情
報
を
共
有
し
よ
う
と
い
う
方
針
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
読
者

の
側
も
、国
語
施
策
の
動
向
を
い
か
に
し
て
国
語
教
育
に
反
映
さ
せ
る
の
か
、

標
準
語
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
べ
き
な
の
か
と
疑
問
を
解
消
す
る
た
め
の
手
段

と
し
て
、『
国
語
教
育
』
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

四
．
お
わ
り
に

　

山
東
（
二
〇
〇
七
）
は
、「
国
語
」
を
構
築
す
る
上
で
、「
学
術
的
基
盤
と

し
て
の
「
国
語
学
」、
具
体
的
実
践
と
し
て
の
「
国
語
教
育
」、
そ
れ
ら
の
政

治
的
基
盤
と
な
る
「
国
語
施
策
」
が
相
互
に
連
関
し
て
」
い
る
こ
と
が
必
要

だ
と
述
べ
て
い
る
。
近
代
日
本
に
お
い
て
は
「
国
語
」
の
形
成
・
普
及
が
重

要
な
課
題
と
し
て
存
在
し
、
そ
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
た
の
が
保
科
孝
一
で

あ
っ
た
。

　

雑
誌
『
国
語
教
育
』
は
、
学
術
的
基
盤
と
し
て
の
「
国
語
学
」
の
知
識
を

啓
蒙
し
、具
体
的
実
践
と
し
て
の
「
国
語
教
育
」
の
実
践
例
や
理
論
を
示
し
、

政
治
的
基
盤
と
し
て
の
「
国
語
施
策
」
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
国

語
教
育
の
改
善
・
国
語
問
題
の
解
決
を
図
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
こ
の
よ

う
に
見
る
と
、「
国
語
科
」
の
教
科
教
育
雑
誌
と
し
て
の
性
質
は
そ
の
一
側

面
で
あ
り
、
雑
誌
『
国
語
教
育
』
の
本
質
は
、「
国
語
」
の
雑
誌
で
あ
る
こ

と
に
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
読
者
側
も
、
教
科
教
育
雑
誌
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
機
能
を
本
誌
に

期
待
し
て
い
た
こ
と
が
、「
質
疑
応
答
」
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に



三
四

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
教
員
が
「
国
語
学
」
の
知
識
を
基
礎
と
し
、 

「
国
語
施
策
」
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
と
の
関
連
の
中
で
「
国
語

教
育
」
の
実
践
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
結

果
的
に
、「
国
語
」
の
普
及
へ
と
繋
が
り
、『
国
語
教
育
』
は
そ
の
中
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

〈
注
〉

一
．
明
治
時
代
の
国
語
問
題
・
国
語
施
策
と
国
語
教
育
と
の
関
係
は
山
根

（
一
九
六
六
）
を
参
照
。

二
．
飛
田
（
一
九
七
五
）
で
も
「（
前
略
）
一
方
国
語
教
育
の
面
で
も
、
著
作
、

専
門
誌
の
刊
行
（
保
科
孝
一
主
宰
の
月
刊
誌
「
国
語
教
育
」
大
正
六マ

マ

年
創

刊
）、
講
演
、
論
文
、
教
科
書
編
集
等
を
通
じ
て
国
語
教
育
の
改
善
に
努
め
、

近
代
国
語
教
育
史
の
う
え
で
注
目
す
べ
き
業
績
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」

（
五
七
〇
頁
）
と
、「
国
語
教
育
の
専
門
誌
」
と
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。

三
．
木
戸
（
一
九
八
五
）
で
は
、『
国
語
教
育
』
の
刊
行
に
当
た
っ
て
は
、
神
奈

川
県
師
範
学
校
訓
導
で
あ
っ
た
倉
田
八
十
八
の
存
在
が
重
要
で
あ
っ
た
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
く
、「
出
版
者
に
な
る
才
能
に
恵
ま
れ
た
」
倉
田

八
十
八
と
、
保
科
と
の
「
名
コ
ン
ビ
」
に
よ
っ
て
『
国
語
教
育
』
が
創
刊

さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。（
二
三
頁
）
更
に
、
倉
田
八
十
八
は
、『
ロ
ー
マ
字
』

三
三
︱
一
一
で
は
、
日
下
部
重
太
郎
へ
の
、「
日
下
部
先
生
は
雑
誌
「
国
語

教
育
」
へ
し
ば
し
ば
寄
稿
さ
れ
ま
し
た
。」
か
ら
始
ま
る
追
悼
文
を
寄
稿
し

て
お
り
、
そ
の
最
後
に
は
「13. 10. 7　

国
語
教
育
編
集
室
に
て
」
と
の
記

載
が
あ
る
。
以
上
の
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
倉
田
精
と
は
『
国
語
教
育
』
の

編
集
者
で
あ
り
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に
神
奈
川
県
師
範
学
校
訓
導

と
し
て
『
綴
り
方
教
授
法
』
を
著
し
た
、
倉
田
八
十
八
の
こ
と
で
あ
っ
た
と

推
察
さ
れ
る
。

〈
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文
献
〉

石
井
庄
司
（
一
九
八
三
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史
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出
版
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イ
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ス
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一
二
）『「
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と
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思
想 
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の
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』
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書
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研
究
に
お
け
る
国
家
主
義
と

「
国
語
」
の
民
主
化
」『
岡
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版
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築
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潤
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史
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史
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︱
近
代
国
語
科
教
育
の
形
成
』

溝
本
積
善
館

（
な
が
た　

ひ
ろ
し
・
本
学
博
士
後
期
課
程
在
学
）


